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ゲンノショウコはフウロソウ科の植物で,

花の色は変異が多く白色から淡紫色,あ るい

は赤色のものまである。写真2は たねを飛ば

した後の果実の様子である。ゲンノショウコ

は 1枚 1枚の果皮が勢いよくくるりとめくれ

あがることで,先 についていた種子を遠くに

飛ばすのである。ゲンノショウコの別名をミ

コシグサというが,果 実の様子がお神輿の屋

根に似ているところからつけられたという。

種子をはじけ飛ばす威勢のよさもこの名にぴ

ったりである。

ゲンノショウコはドクダミやセンプリと並

んで我が国で民間薬として利用されてきた生

薬である。山野で普通に見られる身近な薬草

の一つで,夏 の開花期に摘み取って乾燥させ

て用いる。利用されてきた歴史は古く,江 戸

時代の 「大和本草J(1709年刊)と いう本草

書にすでに見られる。長い問使われてきたた

めか,地 方によって呼び名がさまざまであっ

たようで,同 じく本草書の 雌 章霜首署景』

(1803年刊)に は ミコシグサのほか, ネコア

シ,ホ ッケソウ, レングソウ,チ ゴグサなど

の別名が記載されており,郷 里独特の呼び名

でご存知の方もいるかもしれない。

ゲンノショウコの有効成分はフェノール類

が重合したポリフェノールの一種であるタン

ニンと考えられており,煎 じるか,お 茶のよ

うにお湯を注いで服用すれば止潟 (下痢止

め),整 腸作用が期待できる。最近は市販の

薬でも効果の強い止潟薬が出ているのを見か

けるが, こういった薬の中には,服 用する間

隔や便の状態に注意しなければかえって使秘
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写真 1 ゲンノショウコ

写真2 たねを飛ばした後の果実

になったり食欲不振になるものがある。その

点,ゲ ンノショウコは服用することで下痢を

止めすぎることや腹痛などを起こすことがな

い。習慣的に下痢をするような方には普段か

らお茶代わりに服用することで改善がみられ

ることがあるから,繰 り返し強い薬を服用す

るだけでなく, 1つの選択肢とされてはいか

がであろうか。また,反 対に使秘しやすいが

薬を飲むとひどい腹痛を起こすために便秘薬

が使えないような方も,ゲ ンノショウコを服

用することで腸の調子を整えることができ

る。この際はドクダミやケツメイシなど民間

薬の効き目の緩やかな下剤を組み合わせると

より効果的である。

ゲンノショウコは薬局でも手に入れること

ができるが,摘 み取ってくる時は葉の形がキ

ンポウゲ科の毒草と似ているので間違えない

ように注意が必要である。ゲンノショウコは

全体に毛が多く,茎 から2枚ずつ対になって

葉をつける対生であるので見分ける時の目安

となる。


